
5)レーザ治療装置の安全対策

⑴安全予防対策

レーザ安全管理者とは，「レーザの危険性の評価と管理をするに足りる知識

を持ち，かつ，レーザ危険性の管理の監視のために責任を持ったもの」であ

り，レーザ機器の取り扱い，およびレーザ放射による障害の防止について，

十分な知識と経験を有する者のなかから選任され，つぎの6項目を任務とし

ている．

表3-5 JIS C 6802：2011におけるレーザ装置のクラス分け

クラス
分け

潜在的危険性 必要とする各種ラベル内容 表示ラベル例

警告ラベル：不要
クラス
1

直接ビーム内観察を長時間行っても，観察用光学器
具（以下，ルーペまたは双眼鏡）を用いても安全で
あるレーザ製品．

説明ラベル：クラス1レーザ製品

開口ラベル：不要

警告ラベル：必要

クラス
1M

裸眼で直接ビーム内観察を長時間行っても安全であ
るレーザ製品．光学器具を用いて観察すると，特定
の条件でMPEを越え，露光による目の障害が生じ
る可能性がある．
レーザの波長領域：302.5nm～4,000nm（光学器
具に用いられているほとんどの光学ガラス材料をよ
く透過するスペクトル領域）

説明ラベル：レーザ放射╱光学器具で直接ビ
ームを見ないこと╱クラス1M レーザ製品

開口ラベル：不要

警告ラベル：必要

クラス
2

400～700nmの波長範囲の可視光を放出するレー
ザ製品であって，瞬間的な被ばくのときは安全であ
るが，意図的にビーム内を凝視すると危険なレーザ
製品．

説明ラベル：レーザ放射╱ビームをのぞき込
まないこと╱クラス2レーザ製品

開口ラベル：不要

警告ラベル：必要

クラス
2M

可視のレーザビームを出射するレーザ製品であっ
て，裸眼に対してだけ短時間の被ばくが安全なレー
ザ製品．光学器具を用いて観察すると，ある条件で
露光による目の障害が生じる可能性がある．

説明ラベル：レーザ放射╱ビームをのぞき込
まないこと，また，光学器具で直接ビームを
見ないこと╱クラス2M レーザ製品

開口ラベル：不要

警告ラベル：必要

クラス
3R

放射出力のレベルが，直接のビーム内観察条件に対
してMPEを超えるものの，AELがクラス2の
AEL（可視），またはクラス1のAEL（不可視）の
わずか5倍であることから，障害が生じるリスクが
比較的小さいレーザ製品．

説明ラベル：レーザ放射╱目への直接被ばく
を避けること╱クラス3Rレーザ製品

開口ラベル：レーザ放射の出口

警告ラベル：必要

クラス
3B

目へのビーム内露光が生じると，偶然による短時間
の露光でも，通常危険なレーザ製品．拡散反射光の
観察は通常安全．AEL近傍では，軽度の皮膚障害，
又は可燃物の点火を引き起こす可能性がある．

説明ラベル：レーザ放射╱ビームの被ばくを
避けること╱クラス3Bレーザ製品

開口ラベル：レーザ放射の出口

警告ラベル：必要

クラス
4

ビーム内の観察および皮膚への露光は危険であり，
また拡散反射の観察も危険となる可能性があるレー
ザ製品．しばしば，火災の危険性が伴う．

説明ラベル：レーザ放射╱ビームや散乱光の
目または皮膚への被ばくを避けること╱クラ
ス4レーザ製品

開口ラベル：レーザ放射の出口

表3-6 医用レーザ臨床応用安全指針による追加分類

4A 先端出力：0.5～5W

クラス4以上での分類※ 4B 先端出力：5～30W

4C 先端出力：30W 以上のもの

(※医用レーザー臨床応用安全指針：日本レーザー学会，日本医科器械学会，1988年)
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